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ま　ん　ま　る　い　ワ　ー　　　　　　　　　「浅木区」のなこし　7月30日撮影

麹越祭のことで、例年7月30日の夜に、神社の塊肉に茅（ちかや）で輪を作り、お袋を称、ます。通称輸越ともいい、

まず神職が茅の輪をくくり、そのあと参拝者が無病息災の願と罪積を拭い溝めるため輪をくぐります。

人のうこき（詐簿譜）i　　＊8　月　の説金＊
人　　口　　　14，859人（＋45）

男　　　　　7，160人（＋27）

女　　　　　7，699人（＋18）

世帯数　　　　4，080戸（＋12）

転　　入　106　　　転　　出　66

出　　生　14　　　死　　亡　9

国民健康保険税　　　　（2期分）

納期限　8月31日（月）まで

税金は町づくりの源、納税に御協力下さい。

（9月のおもな行事）家出少年発見保護活動及び福祉犯取締り強化月間



第273号　　　　　　　　　　　　　　　健⑭節約彿

町内葡齢者の親睦をは

かろことが目的です。

町内既婚女性の親睦を

はかろことが目的です。

鵡
町内成人者の親睦をは

かろことが目的です。

▽　▽　▽　▽

後　主　主　揚

媛　管　他　所

▽　▽　▽　▽　　　▽

後　主　主　掲　　　口

授　管　他　所　　時

▽　▽　▽　▽

後　主　主　観

接　続　他　所　　時

銃砲・火薬類、毒劇物の扇締り　強化月　間

〝
真
夏
の
祭
典
〟

第
2
2
回
郡
民
体
育
大
会
行
わ
れ
る

好
天
に
恵
ま
れ
た
8
月
9
日
（
日
）
郡
内
居
住
者
の
親
睦
と

融
和
を
は
か
り
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
第
2
2
回
郡
民
体
育
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
町
か
ら

も
多
数
の
選
手
が
参
加
し
大
活
躍
い
た
し
ま
し
た
。

第
3
回
　
老
人
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

第
5
回
家
庭
婦
人
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
開
催

緒
川
回
　
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

主
な
成
鎖
は
次
の
と
お
り
で
す
。

⑬
相
撲
競
技
（
於
岡
垣
町
）

▽
昔
年
の
郵
　
便
勝

土
屋
鶉
博
・
佐
漏
広
康
・
高
崎
徳

彰
・
高
崎
修
二
・
安
藤
芳
史

▽
一
般
の
蔀
∴
∴
僚
廟

佐
潟
伝
太
郎
・
矢
野
栄
治
・
力
丸

守
孝

⑩
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
（
於
芦
屋
町
）

▽
昔
年
女
子
の
郊
　
　
優
勝

▽
一
般
女
子
の
部
　
　
準
優
勝

㊨
弓
道
競
技
（
於
芦
屋
町
）

▽
一
般
女
子
の
都
∴
∴
優
勝

岩
本
2
段
・
秋
武
5
段

⑩
陸
上
競
技
（
於
芦
屋
町
）

▽
一
般
男
子
の
部
（
・
帥
大
会
新
）

1
・
5
息
　
②
原
田
　
　
誠
　
4
分
貌
秒
8

5
由
　
④
趣
広
　
秀
一
1
7
分
4
2
秒
2

定
席
跳
①
本
田
　
尚
人
・
1
m
8
1
億

③
河
原
　
素
人
　
1
m
7
0
の

走
腫
跳
⑪
河
原

総
合
一
般
の
都

▽
中
学
男
子
の
蔀

的
m
　
②
泉
原

則
m
　
②
中
村

⑧
今
永

1
・
5
品
　
⑪
浦
野

③
重
広

砲
丸
毅
⑨
石
本

▽
中
学
女
子
の
部

削
m
　
⑤
山
下

京
大
　
5
m
7
5
億

準
優
勝

兵
庫
　
　
1
2
秒
5

昭
一
　
5
0
秒
8

和
洋
　
6
1
秒
1

大
介
4
分
3
3
秒
5

接
穂
4
分
鈍
秒
0

秀
行
　
　
7
m
独

（・印大会新）

純
子・
2
分
4
7
秒
7

唾

老
人
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

▽
日
　
時
　
9
月
6
日
（
日
）

家
庭
婦
人
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

▽
日

伽
m
　
②
遠
賀
申

走
高
跳
①
中
尾
千
香
子

⑤
渕
上
　
朋
子

走
幅
跳
①
春
田
久
美
子

⑧
中
嶋
　
清
春

砲
丸
投
⑤
春
田
千
鶴
子

5
6
秒
9

1
棚
統

l
棚
縫

4
肋
強

4
m
4
0

8
n
n

8
時
0
0
分
－
1
5
時

遠
賀
中
学
校
グ
ラ
ン
ド

教
育
委
員
会

町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会

町
体
育
協
会
、
町
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
、
町
公
民
館

連
絡
協
議
会

▽
チ
ー
ム
編
成
　
各
ク
ラ
ブ
毎
に
0
0
戯
　
▽
日
　
程

公
開
競
技
と
し
て
行
わ
れ
た
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
は
、
謡
優
勝
で
し
た
。

公
民
館
、
各
体
育
施
設
等
の
利
用
が
最
近
多
く
な
り
、
特
に

住
民
の
方
の
体
育
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
利
用
が
目
立
っ
て
ふ
え
て

き
て
お
り
ま
す
が
、
各
稲
施
設
、
備
品
等
を
信
用
す
る
暖
に

は
、
申
諮
番
に
必
ず
印
鑑
が
必
要
で
す
か
ら
、
お
申
込
み
の
時

▽
試
合
形
式

▽
表
　
彰

に
は
、
印
鑑
を
忘
れ
な
い

囲
開
聞
国
産

以
上
の
男
女
で
、
監
督
1

名
、
選
手
5
名
、
補
欠
2

名
で
編
成
。
　
　
　
　
　
　
▽
選
手
資
格

申
込
み
チ
ー
ム
数
に
よ

り
後
日
決
定
。

上
位
4
チ
ー
ム
に
墳
金
を
　
▽
試
合
形
式

授
与
し
、
優
勝
・
準
優
勝

チ
ー
ム
に
は
表
彰
状
を
合
　
▽
裳
　
彰

9
月
1
3
日
（
日
）

8
時
偵
分
I
1
7
時

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

教
育
委
員
会

町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
曲

町
体
育
協
会
、
町
婦
人
全

町
公
民
館
連
絡
協
讃
会

受
付
I
－
8
時
－
8
時
0
0
分

開
会
式
＝
8
時
4
5
分

開
始
＝
9
時

町
内
在
住
の
晩
婚
女
性

で
、
2
0
稔
～
約
歳
は
3
人

以
内
（
試
合
中
）

出
場
チ
ー
ム
数
に
よ
り

後
日
決
定
。

上
位
3
チ
ー
ム
に
償
金
を

▽
選
手
資
絡

∇
掛
合
形
式

▽
試
合
回
数

わ
せ
て
授
与
す
る
。

授
与
す
る
。

9
月
1
3
日
（
臼
）

8
時
－
1
6
時

町
内
各
小
、
中
学
校

教
育
委
員
会

町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

同
体
脊
髄
会
、
町
公
民
館

連
絡
協
識
会

0
0
賎
以
上
の
男
子
（
昭

和
2
6
年
以
前
に
出
生
の

者）5
0
賎
代
7
人

4
0
韻
代
2
人

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
法

7
回
。
（
延
技
は
9
回

と
し
、
勝
敗
が
つ
か
な
い

場
合
は
、
最
終
回
出
場
の

9
選
手
全
員
の
ジ
ャ
ン
ケ

ン
に
よ
り
勝
敗
を
決
す
る



第273号（3）㊨⑯筋の餅

災　害　の　程　慶 ��金　　額 

1縞飯 �死　　　　　　　　亡 ��l00万円 

2　奪綴 �不　　具i∴廟i∴沙 � �100万円 

3　筆録 � � �16万5千円－ 
願を要した傷害 ��3万5千円 

4　築鍛 �90日以上180日未満の医 ��8万円－ 
師の治療を要した傷害 ��2万7千円 

5　嘗鍛 �30日以上90日未満の医 ��3万5千円一 
師の治寂を要した傷増 � �2万円 

6　尊級 � ��2万円－ 
師の冷感を要した傷害 ��1万4千円 

◎治揺日数は入院日数で、入院をしない場合は各等数

の最低額です。

◎1、2等鮫は郵政が面接の原因で紡5日以内に死亡

し、又は不具廃疾（労災の2等級相当）になられた

ときに支払います。

無保険（無共済）バイク追放キ　ャ　ン　ペー　ン

不
要
で
す
。

一
共
　
済
　
期

同
一

一

交

通

共

済

制

度

一

町
民
の
皆
さ
ん
が
、
世
辞
当
り
百
円

の
出
資
金
を
納
め
て
加
入
し
て
い
た
だ

き
、
加
入
者
一
人
に
つ
き
年
間
三
百
六

十
円
の
掛
金
を
出
し
合
い
加
入
者
が
交

通
遊
技
に
あ
っ
た
と
き
、
速
や
か
に
共

済
見
舞
金
が
支
払
わ
れ
る
と
い
う
制
度

です。遠
賀
町
で
は
、
現
襟
、
人
口
の
5
1
パ

ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
7
、
4
1
1
人
の

方
が
加
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
見
舞
金
は
、
昨
年
一
年
間
で

％
件
八
十
一
万
二
千
円
を
支
払
っ
て
い

ます。交
通
軸
故
の
い
だ
ま
し
さ
は
、
金
銭

で
つ
く
な
え
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
せ
め
て
交
通
災
害
に
と
も
な
う
不

時
の
出
費
か
ら
家
計
を
守
る
た
め
、
一

人
で
も
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
が
こ
の

制
度
を
活
用
さ
れ
ま
す
よ
う
お
す
ず
め

い
た
し
ま
す
。

加

入

の

申

込

み

7
0
韻
以
上
の
方
は
、
無
料
で
す
。

一
加
　
入
　
資
　
格
一

遠
賀
町
に
お
住
ま
い
の
方
、
町
内
に

勤
務
先
の
あ
る
方
。

一

出

　

資

　

金

一

今
年
新
し
く
加
入
さ
れ
ろ
世
給
は
、

一
世
語
に
つ
き
百
円
の
出
資
金
が
必
要

で
す
。
一
度
加
入
さ
れ
る
と
翌
年
か
ら

毎
年
1
0
月
1
日
か
ら
翌
年
の
9
月
0
0

日
ま
で
の
l
年
間
で
す
。
中
途
加
入
の

場
合
は
加
入
申
込
み
の
翌
日
か
ら
初
め

て
到
来
す
る
9
月
約
日
ま
で
で
す
。

一
対
象
と
な
る
事
故
一

共
済
契
約
期
間
中
に
、
日
本
国
内
に

お
い
て
次
に
掲
げ
る
交
通
粟
用
具
の
巡

行
中
に
発
生
し
た
人
身
疎
放
。

用
自
動
車
、
原
動
機
付
自
転
車
、
自
転

車
（
自
ら
の
転
倒
を
除
く
）
荷
車
、

牛
車
、
馬
車
、
耕
運
機
に
よ
る
一
飯

の
交
通
の
用
に
供
す
る
場
所
で
の
郵

政

9
月
中
に
ピ
ン
ク
色
の
申
し
込
み
用

紙
が
お
手
兜
に
届
き
ま
す
の
で
必
雅
邦

政
を
ご
弛
人
の
う
え
掛
金
と
と
も
に
各

地
区
々
笈
ま
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

な
お
、
7
0
歳
以
上
（
明
治
的
年
9
月

末
日
以
前
出
生
）
の
方
は
、
一
度
申
込

ま
れ
る
と
諾
年
か
ら
申
込
む
必
要
が
あ

り
ま
せ
ん
。

一

掛

　

　

　

金

一

一
人
位
額
三
百
六
十
円
で
す
。
中
途

加
入
さ
れ
ろ
と
き
は
、
加
入
さ
れ
た
月

か
ら
翌
年
の
9
月
ま
で
の
月
数
に
0
0
円

を
乗
じ
た
猟
で
す
。

㈲
汽
車
、
砥
串
、
気
動
車
、
ケ
ー
ブ
ル

カ
ー
、
空
中
ケ
ー
ブ
ル
、
リ
フ
ト
、

昇
降
機
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
で
の
耶

故
但
し
、
次
の
郵
政
に
つ
い
て
は
見
舞
金

は
支
払
い
ま
せ
ん
。

用
契
約
者
の
故
惑
、
ま
た
は
舐
大
な
過

失
に
よ
る
密
故

㈲
交
通
三
悪
（
承
知
の
同
乗
者
を
含
む

）
で
あ
る
飲
酒
運
転
、
無
免
許
運
転

ス
ピ
ー
ド
違
反
に
よ
る
郵
政

㈲
地
霞
そ
の
他
異
常
な
天
災
に
よ
る
軍

政
㈲
会
社
、
工
場
、
公
園
等
一
般
の
交
通

の
た
め
に
開
放
さ
れ
て
い
な
い
場
所

で
の
郵
政

㈹
自
転
車
に
乗
っ
て
い
て
自
ら
転
倒
し

負
傷
し
た
場
合
の
謡
敬

一

見

舞

金

の

請

求

一

次
の
悲
類
と
印
鑑
を
お
持
ち
の
上
、

役
場
福
祉
課
ま
で
お
い
で
下
さ
い
。

S
交
通
郵
政
証
明

㈲
医
師
の
診
断
衛

的
交
通
共
済
の
領
収
暫
（
哉
色
の
紙
）

の
交
通
疎
放
証
明
の
と
れ
な
い
自
転
車

等
の
場
合
は
、
役
劫
に
あ
り
ま
す
用

紙
に
必
要
塾
頭
を
記
入
の
う
え
提
出

し
て
下
さ
い
。

そ
の
他
、
交
通
共
済
に
つ
い
て
不
明

な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
役
場
福
祉
課

へ
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。



（4）第273号　　　　　　　　　　　　　　　歴⑭箇㈲紺

華らしの中の灘相即

r　‾

心身障害者雇用促進月間　　精神薄弱者愛護月間

友
人
の
保
証
人
に
な
っ
た
ら
、
後
日
、
貸
主
か
ら
弁
済
の
請
求
を
さ
れ
た
…
…

（
間
）
氏
彊

百
万
円
を
借
り
る

こ
と
に
な
っ
た
。

迷
惑
は
か
け
な
い

か
ら
俣
怪
人
に
な

っ
て
欲
し
い
」
と

友
人
の
S
氏
に
頼

ま
れ
、
引
き
受
け

ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
先
日
、
丁
度

秩
序
正
し
く
営
ん
で
い
く
た
め
に
な

く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
と
同

時
に
、
安
全
で
幸
せ
な
暮
ら
し
を
し

て
い
く
た
め
の
，
後
ろ
盾
〟
で
も
あ

る
の
で
す
。
′
イ
ザ
録
と
い
う
と
き

に
困
ら
な
い
た
め
に
も
、
日
ご
ろ
か

ら
法
に
親
し
む
気
持
ち
を
大
切
に
し

た
い
も
の
で
す
。

さ
て
、
ご
質
問
の
場
合
も
、
「
保

証
人
」
に
つ
い
て
の
ち
ょ
っ
と
し
た

知
識
が
あ
れ
ば
、
悩
ま
な
く
て
す
ん

ち
ら
の
保
証
人
で
あ
る
か
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

催
告
の
抗
弁
権
と
は
、
保
証
人
が

貸
主
か
ら
弁
済
し
て
ほ
し
い
と
言
わ

れ
た
と
き
は
、
ま
ず
借
主
に
話
求
す

る
よ
う
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
権
利

で
す
（
民
法
四
五
二
条
）
。

ま
た
、
検
索
の
抗
弁
櫛
と
は
、
借

主
に
弁
済
す
る
財
産
が
あ
り
、
そ
の

強
制
執
行
が
容
易
で
あ
る
こ
と
を
保

証
人
が
証
明
し
た
と
き
は
、
貸
主
は

が
「
約
束
の
期
限
が
す
ぎ
て
も
S
氏

か
ら
何
の
連
絡
も
な
い
。
保
証
人
で

あ
る
あ
な
た
が
代
わ
り
に
支
払
っ
て

も
ら
い
た
い
」
と
言
っ
て
き
ま
し
た
。

驚
い
て
S
氏
に
問
い
合
わ
せ
て
も
居

留
守
を
使
う
ば
か
り
。
ど
う
し
て
い

い
か
分
か
ら
ず
、
困
っ
て
い
る
の
で

す
が
…
…
。

責
任
の
重
さ
が
違
う

単
純
保
証
人
と
連
帯
保
証
人

～
（
答
）
律
彊
彊
羅

…
ず
に
す
ん
だ
の
に
…
…
」
と
い
う
声

…
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
私
た
ち
は
、

へ
　
と
か
く
藩
と
間
い
た
だ
け
で
、
な

…
に
か
難
し
く
て
分
か
り
に
く
い
も

…
の
、
ふ
だ
ん
の
生
活
に
は
あ
ま
り
縁

の
な
い
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
に
思

い
か
ら
で
す
が
、
決
し
て
そ
ん
な
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

法
律
は
、
私
た
ち
が
社
会
生
活
を

だ
ケ
ー
ス
と
い
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
民
法
で
は
保
証
人
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
か
を

み
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
、
保
証
人
と
は
、
借
主
で
あ

る
主
た
る
債
務
者
が
弁
済
を
し
な
か

っ
た
場
合
に
、
借
主
に
代
わ
っ
て
弁

済
を
す
る
賓
任
を
負
う
人
の
こ
と
を

い
い
ま
す
（
民
法
四
四
六
条
）
。
こ
の

保
純
人
に
は
、
単
純
保
証
人
と
連
詩

保
証
人
と
が
あ
り
、
単
純
保
証
人
の

場
合
に
は
「
他
省
・
検
索
の
抗
弁
権
」

が
認
め
ら
れ
る
の
に
対
し
、
連
帯
保

証
人
の
場
合
に
は
こ
の
抗
弁
櫛
が
認

め
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
あ
な
た
が
ど

借
主
の
財
産
に
つ
い
て
強
制
執
行
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で

す
（
民
法
四
五
三
条
）
。

つ
ま
り
、
あ
な
た
が
単
純
保
犯
人

で
あ
る
場
合
に
は
、
貸
主
の
T
氏
に

対
し
て
次
の
よ
う
に
言
う
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。
す
な
わ
ち
、

「
ま
ず
、
借
主
で
あ
る
S
氏
に
請

求
し
な
さ
い
。
そ
れ
で
も
S
氏
が
返

済
し
な
い
場
合
は
、
彼
は
一
軒
の
家

屋
を
所
有
し
て
い
る
く
ら
い
だ
か
ら

弁
済
能
力
は
十
分
で
す
。
家
屋
で
も

差
し
押
え
れ
ば
、
貸
金
は
回
収
で
き

る
は
ず
で
す
」
と
。

こ
れ
に
対
し
て
、
T
氏
は
S
氏
の

財
産
に
対
し
て
強
制
執
行
し
な
く
て

は
な
ら
ず
、
あ
な
た
に
そ
れ
以
上
弁

済
の
請
求
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
く

な
り
ま
す
。

次
に
、
あ
な
た
が
連
語
保
証
人
で

あ
る
場
合
に
は
、
借
主
の
S
氏
と
連

帯
し
て
保
証
す
る
こ
と
を
約
束
し
た

こ
と
に
な
る
た
め
以
上
の
よ
う
な
二

つ
の
抗
弁
樅
は
あ
り
ま
せ
ん
（
民
法

四
五
四
条
）
。

い
ず
れ
の
場
合
に
せ
よ
、
金
銭
貸

借
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
は
、
め
ん
ど

う
な
も
の
で
す
か
ら
、
友
人
・
知
人

だ
か
ら
と
い
っ
て
安
易
に
保
請
人
に

な
る
こ
と
は
慎
む
こ
と
が
肝
心
で
す

次
回
9
月
徳
目
号
は
「
婚
姻
」
で

す。

中
間
水
道
か
ら
お
知
ら
せ

6
月
の
渇
水
時
に
、
臭
い
を
も
っ
た

水
を
給
水
し
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
し
た
。

今
後
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い

よ
う
、
水
質
管
理
に
十
分
気
を
つ
け
ま

す。
こ
の
時
点
よ
り
思
念
配
水
池
か
ら
給

水
し
、
水
圧
も
あ
が
り
、
こ
の
た
め
現

狂
で
も
、
赤
水
が
出
て
お
困
り
に
な
っ

て
い
る
家
庭
が
あ
れ
ば
、
中
間
水
道
遠

賀
営
楽
所
ま
で
、
ご
連
絡
下
さ
い
。

給
水
管
が
、
古
く
な
っ
て
い
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
原
因
に
つ
い

て
、
調
査
等
行
い
ま
す
。

移
動
住
宅
相
談
開
設

家
を
建
て
た
り
、
土
地
を
買
っ
た
り

す
ろ
時
に
知
っ
て
お
き
た
い
こ
と
、
悩

ん
で
い
ろ
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
住

宅
は
一
生
の
財
産
で
す
。
住
宅
づ
く
り

に
悔
い
を
残
さ
な
い
よ
う
に
、
契
約
の

し
か
た
、
賞
金
づ
く
り
、
税
金
の
こ

と
、
設
計
や
施
工
方
法
、
法
律
的
な
知

識
な
ど
事
前
に
よ
く
相
談
し
ま
し
ょ

、つ。▽
相
談
日
と
場
所

。
9
月
1
7
日
　
小
倉
井
筒
屋
（
6
階
）

0
9
月
2
8
円
　
八
幡
井
筒
屋
（
6
階
）

▽
時
　
間
　
共
に
1
0
時
－
1
6
時

▽
料
　
金
　
無
料

▽
相
談
を
受
け
る
専
門
家

弁
護
士
、
税
理
士
、
建
築
士
等
六
部

門
の
常
田
家
。
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い
な
む
し
の
こ
と
　
用

江
戸
時
代
の
水
稲
聾
虫
の
防
除
法
は

旧
来
の
虫
送
り
と
、
新
技
術
の
注
油
法

に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
。

間
者
は
一
種
の
集
団
呪
術
で
あ
り
、

後
者
は
水
田
に
油
類
を
浮
か
べ
て
お
き

水
面
へ
主
と
し
て
ウ
ン
カ
類
を
払
い
落

と
し
て
油
の
皮
膜
で
虫
が
飛
び
去
る
の

を
防
ぐ
と
共
に
、
虫
の
鍋
田
を
塞
い
で

窒
息
死
さ
せ
る
方
法
で
あ
る
。

こ
の
方
法
は
我
が
国
で
開
発
さ
れ
た

独
創
的
な
害
虫
防
除
捜
術
と
し
て
高
く

評
価
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
そ
の
起
源
や
発
見
の
由
来

に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
る
が

1
　
神
話
時
代
牛
肉
を
灘
の
口
に
碇
い

た
と
い
う
敬
啓
か
ら
「
獣
肉
に
よ
る
猷

油
駆
除
法
」
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
む

し
ろ
壇
の
害
を
除
き
堂
稔
を
祈
る
農

耕
儀
礼
で
あ
ろ
う
と
す
る
説
が
強
い
。

2
　
寛
文
的
年
（
一
六
七
〇
）
遠
賀
郡

立
屋
敷
村
の
蔵
留
吉
右
ヱ
門
は
7
7
才
で

鯨
油
駆
除
法
を
発
見
し
た
。

3
　
享
保
5
年
（
一
七
二
〇
）
粕
屋
郡

多
田
羅
村
の
王
丸
珍
四
郎
の
発
見
説
。

4
　
享
保
1
7
年
（
一
七
三
二
）
三
笠
郡

（
太
宰
府
町
周
辺
）
八
尋
某
の
発
見
説

こ
れ
ら
は
、
い
づ
れ
も
鯨
油
の
殺
虫
効

果
の
発
見
に
か
か
わ
る
史
伝
で
あ
る
。

以
上
を
要
約
す
る
と
、
鯨
油
に
よ
る

稲
作
害
虫
、
と
り
わ
け
ウ
ン
カ
類
に
対

す
る
注
油
駆
除
法
は
筑
蘭
で
発
見
さ
れ

た
こ
と
に
な
る
。

壇
を
駆
除
す
る
の
に
使
う
油
で
は

鯨
油
が
最
上
と
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば

一
反
の
田
に
鯨
油
な
ら
五
合
入
れ
る
と

効
果
が
あ
る
の
に
、
雑
魚
の
油
は
一
升

或
は
そ
れ
以
上
も
入
れ
な
い
と
本
物
の

鯨
油
の
効
果
に
は
及
ば
な
い
と
い
う
。

そ
の
反
面
、
高
価
で
当
時
の
農
民
に

は
入
手
難
で
あ
っ
た
こ
と
が
普
及
を
、

お
く
ら
せ
た
大
き
な
原
因
で
あ
ろ
う
。

で
は
壇
と
は
、
ど
ん
な
虫
か
9
江
戸

時
代
の
貝
原
益
軒
は
「
煩
・
蝦
・
蟄
・

賊
」
の
囚
種
類
の
生
物
を
接
と
い
う

が
、
稲
に
つ
く
虫
は
十
種
類
位
あ
り
、

そ
の
国
々
で
呼
び
方
が
変
っ
て
い
る
。

踵
を
す
べ
て
「
ウ
ン
カ
」
と
呼
ぶ
と

こ
ろ
が
多
い
。

田
に
油
を
入
れ
る
に
は
、
日
中
の
最

も
日
照
り
の
強
い
頃
、
即
ち
、
田
の
水

が
温
く
な
っ
た
と
き
満
水
さ
せ
、
水
口

を
せ
き
止
め
一
人
が
油
を
落
し
、
そ
の

水
を
足
で
稲
薬
に
胱
か
け
て
虫
を
落

す
。
ま
た
一
人
は
、
そ
の
あ
と
を
篠
竹

を
以
て
稲
葉
の
先
へ
巡
げ
驚
る
虫
を
洗

い
落
す
よ
う
に
す
る
と
蟻
は
死
ん
で
水

に
浮
く
。
注
油
は
長
さ
0
0
部
位
の
太
い
竹
筒
の

巾
に
洲
を
入
れ
長
い
止
栓
用
の
竹
（
先

端
を
尖
ら
し
た
も
の
）
を
節
に
穿
っ
た

小
さ
い
穴
に
差
込
ん
で
、
油
の
並
を
調

節
す
る
。
或
い
は
古
い
ヤ
カ
ン
な
ど
を

利
用
し
た
。
時
代
が
進
む
に
つ
れ
鯨
油

も
利
用
さ
れ
た
が
大
正
晩
期
明
か
ら
、

石
油
な
ど
を
利
用
し
た
。
戦
後
よ
り
動

力
散
粉
機
な
ど
の
登
場
に
よ
り
膿
家
も

随
分
と
楽
に
な
っ
た
。

当
町
で
は
昭
和
統
年
1
月
九
州
他
市

町
村
に
さ
き
が
け
、
初
の
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
に
よ
る
防
除
を
実
施
し
、
他
の
注
目

を
沿
び
た
が
諸
稲
の
導
櫛
に
よ
り
、
現

在
で
は
共
同
防
除
や
各
個
防
除
に
努
め

て
い
る
。
我
々
は
食
泡
が
な
い
と
い
う
こ
と
ぐ

ら
い
、
苦
し
い
も
の
は
な
い
　
で
あ
ろ

う
。
戦
時
中
の
食
狸
不
足
や
、
戦
地
で

の
飢
餓
な
ど
戦
前
人
は
殆
ん
ど
の
人
が

体
験
し
た
こ
と
で
あ
る
。
古
く
は
享
保

子
年
の
大
飢
随
は
嬉
薯
に
よ
る
も
の
と

い
わ
れ
る
が
、
そ
の
惨
状
の
一
端
は
次

号
ほ
て
。鬼

津
小
学
校
位
置
訂
正

広
報
お
ん
が
二
六
七
号
の
鹿
耕
民
俗

資
料
館
内
み
て
あ
る
き
㈹
の
諒
串
の
う

ち
鬼
津
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
そ
の

所
在
地
は
、
鬼
津
現
井
口
稔
家
よ
り
砦

松
に
移
り
、
再
び
井
口
家
に
移
転
し
た

如
く
記
し
ま
し
た
が
、
最
近
、
同
小
学

校
の
位
縦
を
袈
付
け
る
蹟
重
な
哉
類
が

発
見
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

明
治
1
6
年
ま
で
は
若
松
舛
添
伊
七
郎
家

（
現
在
の
舛
添
新
氏
）
以
後
明
治
弱
年

ま
で
は
同
若
松
の
小
野
利
七
郎
家
（
現

在
は
小
野
銀
行
家
東
側
畑
地
）
の
酒
食

を
利
用
し
、
同
年
の
幽
門
小
学
校
新
築

に
伴
い
移
転
し
ま
し
た
。
学
校
借
上
家

賃
は
両
家
共
一
カ
月
一
円
五
十
銭
で
あ

っ
た
よ
う
で
す
。

な
お
鬼
津
井
口
稔
家
の
蔵
の
二
階
は

明
治
初
年
頃
ま
で
勉
学
の
甥
と
し
て
使

用
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
（
古
老
の
話
）

以
上
の
通
り
訂
正
い
た
し
ま
す
と
共

に
前
記
書
類
を
わ
ざ
わ
ざ
お
届
け
下
さ

っ
た
小
野
敏
行
氏
に
厚
く
お
礼
申
上
げ

ま
す
。
　
　
　
　
　
（
青
野
千
年
）

婦
人
体
操
教
室
生
募
集

教
育
表
見
会
で
は
、
健
康
の
保
持
増

進
を
は
か
る
謡
を
目
的
と
し
て
婦
人
体

操
教
室
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

9
月
か
ら
は
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

に
会
場
を
移
し
多
種
多
彩
な
軽
ス
ポ
ー

ツ
等
も
取
り
入
れ
て
行
な
い
ま
す
。

開
設
日
は
従
来
ど
お
り
第
1
・
2
・

3
の
水
間
日
、
1
3
時
3
0
分
か
ら
1
5
時
0
0

分
ま
で
で
す
。

申
込
み
は
砥
接
会
鴇
へ
お
越
し
く
だ

さい。
お
ん
が
短
歌
会
談
軍

河
申
靖
薯
先
生
避

難
∴
散

徽
つ
き
し
集
金
鞄
焼
く
火
よ
り
常
磐
の

過
去
は
う
す
く
煙
れ
る

垂
広
　
　
勝

駅
に
待
つ
妹
の
実
額
は
暖
か
く
降
り
立

つ
わ
れ
を
包
み
て
く
る
る白
石
　
敏
子

岡
城
址
の
ぼ
り
薬
た
れ
は
や
わ
ら
か
に

茅
花
の
光
り
吾
が
日
を
捉
う
井
口
　
網
子

学
校
で
作
り
し
娘
の
灰
皿
は
い
び
つ
な

れ
ど
も
夫
愛
用
す

高
崎
　
佳
子

狭
庭
辺
に
は
び
こ
る
雑
草
板
は
深
く
引

抜
く
わ
れ
の
手
は
し
び
れ
来
ろ

吉
佳
　
鱒
代
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▽

対
象
者

町 �も �虎 児 �鹿 児 き �大 

内 全 域 �え 」 な い っI ミ �き ��型 本 縛 �本 繍l �家 

よ り 南 側 単 月 �引 ＿倒 地 区 �庭 コ く べチ ッレ トビ 

9 月 �プ空 ラガ スン チ’ ��9 月 

9 日 及 �ツ空 クビ 製ン 品、 �23 日 （ I i i �9 日 �机冷 ‘酸 い卸 す’ 

’ガ ���、家 

ぴ 9 月 23 �コフ ムス 等袈 ���白兵 転、 草趣 等果 ふ 

陶 器 

自 �翠 ���と． ん 

9月分し尿くみ取り予定表

くみ 唖L �大型車くみ取り地区 �小型車くみ取り地区 

1（火） �西町、東町、木守、浅木の一部 � 

2（水） �出生津（新屋敬を含む） �末寺、広渡 

3（木） � �広渡、松の本（2、3組） 

4（金） � �漕松、尾i埼 

5（土） �月2回吸取家瞳 �月2回吸取り家庭 

9（水） �一項（旧3号線北側）購・ � 

10（木） �旧館（旧3号線南側） � 

11（金） �遠賀IIi � 

12（土） �遠賀川 � 

14（月） �遠賀川、新町 � 

16（水） �新町 � 

17（木） �鬼津（山水苑）若松、 ＿＿劇壇」高瀬i＿－＿＿＿＿＿＿ �－ 

18（金） �新町 � 

19（土） �新町、広波（中隼田） � 

1（月） �月2回吸取家庭 � 

2（火） �新町（ユニード前通り一部） 別府 � 

24（木） �別府 �i i 

竺＿坐と � � 
6（土） �尾崎 � 

28（月） �上別府、木守、碧策台、蛍塔寺 � 

29（火） �浅木、虫生郎 � 

30（水） �浅木 � 

10　日　　L P　ガ　ス　消　費　者　保　安　デ　ー

個
耶
鰹
鰭
圃
盤
の
網
目
謬

0

歳

児

検

診

▽
期
　
日
　
9
月
1
8
日
（
金
）

▽
場
　
所
　
中
央
公
民
館
（
役
揚
板
）

▽
時
　
間
　
受
付
　
1
3
時
～
1
4
時

検
診
　
1
3
時
5
0
分
－

生
後
1
3
カ
月
以
下
の
乳
幼

児

▽
内
　
容
　
身
体
測
定
、
保
健
指
導
、

診
察

▽
持
参
品
　
母
子
手
帳

▽
そ
の
他
　
乳
幼
児
の
身
体
発
育
の
状

無
縁
墳
墓
の
改
葬

㊨
所
在
地
　
刷
川
部
川
崎
町
大
字
川
崎

4
9
1
番
地
の
1

▽
届
出
先
　
師
川
部
川
崎
町
大
字
田
原

川
崎
町
役
場
同
和
対
策
課

砲
話
0
9
4
1
1
（
2
）

▽
届
出
期
限
　
脂
和
弱
年
9
月
0
0
日

㊨
所
祉
地
　
熊
本
県
玉
名
那
長
洲
町
大

字
長
洲
字
新
山
8
2
1
謡

地

老
　
人
　
検
　
診

▽
期
　
日
　
9
月
3
日
（
木
）

▽
勘
所
及
び
時
間

。
老
人
憩
の
家

9
時
5
0
分
－
日
時
0
0
分

。
若
松
公
民
館

1
3
時
～
1
5
時

▽
対
象
者
　
侮
蔑
以
上
の
人

▽
検
診
内
容o
検
尿
。
血
圧
測
定

。
関
診
　
o
血
色
素
検
査

▽
料
　
金
　
無
料

9
月
分
ゴ
ミ
収
集
予
定
表

態
の
わ
か
る
人
が
、
つ
れ
　
▽
屈
出
先

て
来
て
下
さ
い
。

※
9
月
の
乳
児
相
談
は
休
み
ま
す
。

な
お
、
9
月
2
9
日
に
1
歳
6
カ
月
児

検
診
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
羅
細
は

9
月
1
0
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
　
　
▽
屈
曲
期
限

熊
本
県
玉
名
郡
長
洲
肘
大

字
長
洲
2
7
7
6
番
地

長
洲
町
企
画
広
報
課
∴
簡

沌

0

9

6

8

7

（

8

）

3

昭
和
5
6
年
1
0
月
3
1
日

㊥
㊤
⑧
◎
①
㊥
㊥
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老良324番地の1　　　　　広漠1255番地

未森麻依子ちゃん

（謹さんの轍）
昭和56年3月20日生

素面で明るい健諒的な
女控に育って欲しいです
ね。大きくなったら、パ
パはゴルフに、ママは山

登りに連れて行こうと今
から成長を楽しみにして
います。

兼竹　紘平くん

（難さんの四男）
昭和55年11月10日生

こんにちは、僕は四人
兄弟の末っ子。ママは僕
が男の子だったのでガッ
クリ。でも男の子でよか
ったと思ったって。だっ
て三人の兄賞たちにもま
れて先々お嫁のもらい手
がないと困るから。

中央区

（広渡1905番地の26）

白石亜紀ちゃん

（雷とみさんの三女）

昭和55年11月10日生

今度は男の子と私だけ
が信じて産んだのですか
やはり女の子でした。そ
の代わりおねえちゃんた
ちよりやんちゃな様です
紫置な子に育ってほしい
と思います。

無母妊経ず　帥妊役
科子規前　る　鑑産掲
手休、人（婦保
恨躁産　の母　　健
交　　後み　子　　窒
付　　の）手
す　　帳
ご　　を

し　　受

方　　領

5日　　敬老の白　　老人福祉週間（一21日）

国
食

欲

の

な

い

と

き

▽
時
　
間
　
9
時
5
0
分
ま
で
に
お
い
で

下
さ
い
。

健
魔
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー

食
欲
は
健
康
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー

と
い
わ
れ
ま
す
。
た
し
か
に
、
体

の
具
合
が
わ
る
い
と
き
な
ど
は
、

目
の
前
に
お
い
し
い
食
べ
物
を
出

さ
れ
て
も
食
べ
る
気
が
し
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

と
い
っ
て
、
食
欲
の
不
振
が
す

べ
て
病
気
の
症
状
と
し
て
起
こ
る

か
と
い
い
ま
す
と
、
そ
う
と
も
限

り
ま
せ
ん
。
睡
眠
不
足
な
ど
か
ら

く
る
一
時
的
な
授
れ
や
、
運
動
不

足
、
愛
の
暑
さ
や
ス
ト
レ
ス
過
剰

な
ど
、
生
活
リ
ズ
ム
の
乱
れ
に
よ

る
食
欲
不
振
も
日
常
わ
た
し
た
ち

の
よ
く
経
験
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
う
い
っ
た
ケ
ー
ス
は
、
さ
ほ

ど
心
配
い
り
ま
せ
ん
が
、
典
籍
に

食
欲
が
な
い
と
ぎ
　
ー
　
食
欲
の
な

い
状
態
が
長
く
続
く
場
合
は
、
匪

師
の
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

不
振
の
原
因

食
欲
が
な
い
の
は
、
ひ
と
こ
と

で
い
え
ば
消
化
器
官
の
機
能
の
低

下
の
表
れ
で
す
。

と
く
べ
つ
病
気
で
な
く
て
も
、

む
し
暑
く
て
熟
睡
で
き
な
か
っ
た

り
、
不
規
則
は
生
活
が
続
い
て
過

労
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
に
よ
る
心
因

性
の
疲
労
が
遜
な
る
と
、
田
腸
の

働
き
が
鈍
く
な
り
食
欲
が
減
返
し

ま
す
。
こ
れ
は
、
消
化
液
の
分
泌

が
不
活
発
に
な
る
た
め
で
す
。

し
か
し
、
た
だ
単
に
消
化
器
の

機
能
が
一
時
的
に
わ
ろ
く
な
る
だ

け
で
な
く
、
留
炎
や
田
口
か
い
よ

う
、
宙
が
ん
な
ど
消
化
器
系
統
の

病
気
が
あ
る
場
合
は
、
食
欲
不
振

は
半
月
、
一
か
月
と
長
期
に
わ
た

り
ま
す
。

好
物
の
ス
テ
ー
キ
を
見
て
も
、

ま
っ
た
く
食
指
が
動
か
な
い
と

か
、
見
た
だ
け
で
吐
き
気
を
も
よ

お
す
よ
う
に
な
る
と
、
こ
れ
は
も

う
明
ら
か
に
異
常
で
す
。
病
院
で

検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

食
事
の
注
意

運
動
不
足
や
ス
ト
レ
ス
過
剰
な

ど
に
よ
る
一
時
的
な
食
欲
減
退
の

場
合
は
、
消
化
の
よ
い
も
の
を
少

し
ず
つ
回
数
多
く
と
っ
て
み
ま
し

ょ
●
フ
○

た
と
え
ば
、
お
か
ゆ
、
う
ど

ん
、
パ
ン
か
ゆ
な
ど
　
－
。
宙
腸

の
機
能
が
弱
っ
て
い
る
の
で
す
か

ら
、
な
る
べ
く
負
担
を
軽
く
レ
て

や
り
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
副
食
は
白
身
の
魚
や
鶏

肉
、
あ
る
い
は
ス
ー
プ
、
茶
わ
ん

む
し
、
く
だ
も
の
ジ
ェ
ー
ス
、
酢

の
も
の
な
ど
口
当
た
り
の
よ
い
も

の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

一
方
で
、
早
寝
早
起
き
、
散

歩
、
通
勤
な
ど
の
は
か
、
趣
味
な

ど
で
気
分
転
換
を
は
か
り
な
が

ら
、
規
則
正
し
い
生
活
の
リ
ズ
ム

を
と
り
戻
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
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9月上期の遠賀町主要行事

日回　行邸内客　車尋　問i実施会坤担当課名1日的及び主な対象等 ������傭　考 

1回妊　婦　相　談巨0－　車軸恒良譲i妊産婦 ������群細は 7ページ 

車i老　人　検　診函＝諜 ����塵縫上長可6勘上の雑著 ��擬細は 6ページ 

車 ��臨書－トれレ大会中0－15‥00中学坤社会教醐1 ����【詳細は 2ページ 

TT定例区長全車00一　席会艦上務陳 �����各地区々長 � 
婦　　人　　検　　診 ��：∴ニ：∴；∴「：一∴∴「：∴∴∴ ��� 
9　水 �� ���各地区労誌㍊監督 � 

婦　人　検　診函二諜陸離車民駅儲離籍続き �����8月10自宅 
10木心配こと相骸中一16：00 ����i醐腰上祉操車竺竺竺二＿＿ �� 

13）。際警藻草‾言0 ����綾霞l社会言「‾－‾‾ ��詳細は 2ページ 
請　人　　玖9‥30－11：30／、．、・一風・＿　灘覿鰯鷲幾撃き �����詳細は 8月10日号 射　　　検　印13‥30－16：30餌醐館　住　課　ます別　　珍⊂ 

十 ��i 敬　老　会 �器÷l蒜）福祉課陸離饗縄 ��� 

図
白糠陣容昔年記念

秋の全国交通安全運動（一30日）21日

日
米
親
善
車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

大

会

の

御

案

内

ボ
ー
ル
大
会
を
行
い
ま
す
。
日
米
親
馨

試
合
に
み
な
さ
ん
の
愛
と
理
解
を
。

▽
日
　
時
　
昭
和
粥
年
8
月
3
1
日
（
月
）

1
0
時
開
会

▽
会
　
場
　
北
九
州
市
立
総
合
体
育
館

▽
入
場
料
　
無
料

▽
試
合
組
合
せ

国
際
陣
聾
者
隼
を
記
念
し
て
、
世
界

の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
あ
る
ア
メ
リ
カ
チ

ー
ム
を
招
い
て
の
車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

全
九
州
選
抜
　
対

北
九
州
教
員
∴
対

北
九
州
足
立
　
対

ア
メ
リ
カ
男
子

ア
メ
リ
カ
女
子

ア
メ
リ
カ
男
子

遠
賀
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
・

ト
　
レ
ー
ー
一
ン
　
グ
教
室
開
設

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
で
は
、
各
種
器
具

を
正
し
く
使
い
、
美
容
と
健
康
、
体
力

つ
く
り
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
教
蜜
を

開
設
し
ま
す
。

日
頃
運
動
不
足
の
人
、
何
か
遮
動
か

し
た
い
人
、
肥
満
で
お
関
り
の
人
等
、

近
所
、
お
友
達
お
誘
い
の
う
え
多
数
の

入
会
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
り
ま
し
ょ

ーつo▽
申
込
場
所
　
教
育
委
員
会

▽
申
込
締
切
　
9
月
1
0
日
（
木
）
ま
で

▽
ロ
∴
時
　
9
月
下
旬
か
ら
予
定

1
3
時
0
0
分
～
1
5
時
0
0
分

定
期
的
に
ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト
等
も
実

施
し
て
個
人
個
人
の
体
力
に
あ
っ
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
作
り
脂
導
し
て
行
き
ま
す

8
月
1
0
日
号
で
、
勤
労
者
体
育
セ
ン

タ
ー
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
を
公
開
し
、

一
般
の
方
々
に
大
い
に
利
用
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、
9
月
1
日
よ
り
中
学
生

以
下
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
使
用
に
つ
い

て
は
、
器
具
の
中
に
危
険
性
を
伴
う
も

の
も
あ
り
、
発
育
途
上
に
あ
る
児
童
に

は
、
無
理
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
保
艶

者
同
伴
で
も
使
用
禁
止
に
し
ま
す
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。


